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I. はじめに 

 世界的な経済危機により、中堅・中小企業は、これまでに経験したことの

ない厳しい経営環境に直面している。 

 このような厳しい環境にある時こそ、もう一度自社の強みと弱みを知ると

同時に、独自の強みを発揮して大企業に負けず、その分野で活躍する中

堅・中小企業のノウハウを参考にすることは、非常に意義がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

II. 本提言の趣旨 

 厳しい競争の中でも持続的な成長を実現している中堅・中小企業の強さの条件を探ることに焦点を絞り、

過去 3年間に実施した講演会、アンケートなどを通じ、研究・調査を実施した。 

 持続的成長を実現している中堅・中小企業に共通する項目として、以下の 3つの条件を導き出した。 

① 明確なビジョンと強力な経営指導力をあわせ持つ経営者の存在 

② 優れた人材を育成する仕組み 

③ 市場での競争を勝ち抜くための武器の確立 

 本提言で紹介する経営方策の事例や経営者の熱い生の声が、全国の中堅・中小企業経営者の経営の一助

となり、全国各地が活気づけば幸いである。 
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明確なビジョン
・簡単で明瞭な言葉で表現し、手を替え品を替え、伝える頻度にもバリエーションを。

・経営者が熱意を持ち、絶えず自らの言葉で訴え、全社員のベクトルをそろえることが重要。

強力な経営指導力
・常に率先垂範の心構えが求められる（現場主義）。

・「危機こそ好機」との認識で、社員を鼓舞し、企業全体に活力を植え付けるカンフル剤になる。

経営者としての倫理観
・「企業は公器である」との経営者の謙虚な姿勢が重要。

・公正で誠実な意思決定が行えるよう、自ら率先して学び続け、絶えず倫理観を磨いておくことが重要。

強い企業は

ヒトに厳しく、

優しい

人材を鍛え、“人財”に育てる
・「人材＝人財、企業の宝、活力の源泉」との認識を持ち、将来への投資・教育を積極的に。

・企業体力のある中堅・中小企業にとって、今こそ優秀な人材を採用する好機ともいえる。

従業員満足（ES）度の向上策
・満足度が高い従業員は自社で働くことに誇りを見い出し、企業への忠誠心を持ち、いきいきとする。

・経営者は、CS（顧客満足）とES（従業員満足）の両立を目指す。

多様性が生み出す力
・多様な能力を持つ社員が、その能力を十分発揮できるよう、社内環境の整備が必要。

・外国人材の積極的な受け入れは、既存の価値観の改革に繋がり、新しい商品・サービスに繋がる。

強い企業は

市場で生き抜く

武器を持つ

顧客ニーズを捉える
・顧客の目、生活スタイル、価値観の変化に注意を払い、顧客の要求にはアンテナを張り巡らせておく。

・顧客の期待、想像を超えた120％の顧客満足度を目指す。

顧客ニーズを実現する
・より高品質・高付加価値な商品の提供が必要となる。

・軸足となる技術の確立に加えて、独創性、ユニークさを愚直なまでに追求する姿勢が必要。

無形の競争力の源泉
・企業文化は無形であり、競合他社から容易に模倣されない競争力の源泉になることができる。

・経営者は、企業文化が有効に働くように取り組む必要がある。
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